
都
城
・
藤
原
京
の
朱
雀
大
路
が
町
西
部
を
東
西
に
通
る
当
地
は
、
古
代
の
皇
居
・
藤
原
宮
に
隣
接
す

る
歴
史
上
で
貴
重
な
一
角
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
の

地
方
蔵
方
寺
尾
勤
録

と
い
う
古
文
書
に
、
い
ま
も
同
町
に
北
接
し

て
あ
る
当
時
の
高
殿
村
（
現
高
殿
町
）
か
ら
、
枝
分
か
れ
し
て
当
地
が
で
き
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
と

き
に
初
め
て

別
所

の
地
名
が
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
れ
ま
で
に
高
殿
村
の
字
別
所
が
あ
っ
た
の
か
は
、

こ
れ
よ
り
古
い
記
録
が
見
当
た
ら
ず
分
か
り
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
に

別
所
村

と
呼
ば
れ
た
当
地
は
、
高
取
藩
領
と
し
て
過
ご
し
明
治
時
代
を
迎
え
ま
す
。

明
治
一
五
年
ご
ろ
に
は
戸
数
二
四
戸
・
人
口
一
三
二
人
の
静
か
な
農
村
（
町
村
誌
集
）
で
し
た
。
同
一

七
年
ご
ろ
村
で
は
主
に
米
・
麦
・
ブ
ド
ウ
・
実
綿
・
菜
種
を
作
つ
て
い
ま
し
た
（
農
産
物
取
調
表
）。

明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
鴨
公
村
の
大
字
と
な
り
、
昭
和
三
一
年
の
橿
原
市
発
足
で
同
市

大
字
と
な
っ
た
あ
と
、
同
年
一

月
に

橿
原
市
別
所
町

と
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て

観
音
堂

と
い
わ
れ
た
現
在
の
観
音
寺
が
、
古
い
町
並
み
に
包
ま
れ
た
な
か
に
あ
り
ま
す
。
む
か
し
高
殿
村
・
興

福
寺
か
ら
移
し
た
（
古
跡
略
考
）
と
い
う

十
一
面
観
音

が
祭
ら
れ
、
い
ま
も
周
辺
住
民
の
厚
い
信

仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

町
西
部
を
通
る
朱
雀
大
路


